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金沢大学を離任する直前の 1甲8年2月 , キ ャ ン ベ ラ で
開催され たオ ー ス トラ リ ア神経科学協会年次総会に出か
けた. サ テ ラ イトと して私 の恩師で あり聴覚生理学の 大
御所L. M . Aitkin 先生の 退官記念学術集会がキ ャ ン ベ ラ
郊外の避暑地ス レ ドボ で持たれ , jutkin先生ゆかりの 人
がオ ー ス ト ラ リ ア 国内はもとより世界中から65 人もあ
つ ま っ た. ブ リス ベ ン のJack Pettigrew は カ モ ノ ハ シ の
くちばし の電気 一 振動受容器官の 皮質 マ ッ プ に つ い て ,
サ ン フ ラ ン シ ス コ の M ike M erze nich はサル聴覚皮質の
学習によ る可塑性に つ い て , ウ ィ ス コ ン シ ン のJohn
Br ug ge はネ コ 聴覚皮質方位検知機構 に つ い て 語 っ た .
そ の ほ か にもBillW ebster や Dexter Ir vin e や M ike
Calford など聴覚生 理学の 静々 たる メ ン バ ー が 顔をそ ろ
えて い る . そ の 興味深 い 話に思わず引き込まれて しまう .
Molec uloMgenetic全盛の昨今, System n e u r o s cien eい ま
だ健在なりと いう観があ っ た .
日本からは私が ただ 一 人招待講演者と して 参加しモ グ
ラ の聴覚中枢の 特殊進化 に つ い て 話を した . 最後に
克也in先生 は比較解剖学や動物行動学にも造詣が深 い こ
と, 単に生理学の 大家と いうだけで なく今こ こに立 っ て
話をして い る私を変え研究哲学を授けて もら っ た恩師で
あると結んだ . A 地in先生 は私が話し終わるとや つ ぎば
やに い ろ い ろ な質問をし て 私 の 発表を盛り上 げて くれ
た. い わく ｢モ グ ラ の網膜は光感受性はあるの ?｣ ｢モ
グラ の交配は地下 ト ンネル の なか で する の ?｣ ア カ デ ミ
ッ ク な中 にも ユ ー モ ア あ ふ れ る 受け 答え に な っ た .
De xterIrvin e氏 が最後に｢モ グ ラ の 鳴き声はどん な風?｣
と質問. 私はおもむ ろ に カ セ ッ ト レ コ ー ダ ー を取り出し
その実音声を聴衆に 聞かせ た. 場内割れんばかりの柏手
のなか持ち時間き っ かり で講演を終える ことが で きた .
夜の パ ー テ ィ ー は イ タリ ア レ ス ト ラ ン を借り切 っ て ,
肩の凝らな い ス ピ ー チ と爆笑の 渦, まる で同窓会の よう
だ
. 私が メ ル ボ ル ン に い た 12年前とみ ん な変わ っ て い
な い なあと思 っ た. 当時大学院生 だ っ た 人たちも5年と
か 7年とか の期限付きの 地位を得て 研究を続けて い る .
彼らは物価の安さを考慮しても驚くほど安 い 給与で 結構
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楽しそうに暮ら して い る . 血 沈in先生も退官後は仕事は
一 切 やめ て自宅で油絵を措 い て 過 ごすと いう . 失業保険
や年金が充実して い る せ い もあるかもしれな い が , こ の
精神的な豊かさ はど こからくる の だろう . こ れから の低
成長時代の 日本でも見習う べ き面がある かもしれな い .
ぼ ん やりそんな ことを考えなが ら, オ ー ス ラ リ ア ワ イ ン
を味わう . 聞 こえてくる靴りの 強 い 英語, み んな 一 緒 に
かたま っ て 行動する まこと に家庭的な雰囲気 , 一 瞬12
年前の メ ル ボ ル ン にタイ ム ス リ ッ プしたか のような錯覚
に陥 っ た . 思 い 出 の ス ラ イ ド シ ョ ー が 始まる . 1960年
代サ ン フ ラ ン シ ス コ の 港に立 つ 若かりし時の 血沈in 先生
ご夫妻を白黒写真で見る . 先生 はPo stdo cを彼の有名な
Ros eと W ooIseyの もと で 勤め られた の だ . 当時オ ー ス
ト ラ リ ア から ア メ リ カ ま で 太平洋を船で施したと い う.
翌朝は , 参加者 一 同山歩き (bu sh- Walking) に出かけ
る. 登LLl靴に半ズボ ン, ナ ッ プサ ッ ク を背負 い , ひさ し
に ハ エ よ け フ リ ル のある帽子をか ぶ るとオ ー ス ト ラ リ ア
風bush- W alkerの できあがりだ. ユ ー カ リ の 林 に分け入
っ て小川の せせらぎ沿 い に歩くと , 容易 に野生動物に会
える . 夜行性の有袋類ウォ ン バ ッ ト の巣穴や糞も発見し
た . 濠州産の大型 ワ ライカ ワ セ ミ が ミ ミ ズを ほ じく っ た
跡もある . オ ー ス ト ラ リ アも今年は エ ル ニ ー ニ ョ の 影響
で 異常′J､雨 の乾燥状態が続き, U｣火事が続発し緑地が砂
漠化して い ると いう. 地球規模の異変にこ の 大陸の動物
達! とりわけ私の大好きな有袋類や単孔類も影響を受け
て い るかもしれな い と案じた .
シ ド ニ ー か ら帰国の 前夜は , オ ペ ラ ハ ウ ス で プ ッ チ ー
ニ の ｢マ ノ ン レ ス コ ー ｣ を観劇した . 最初はち ょ っ と退
屈で , 別の 日 に 上演され て い る ｢マ ク ベ ス｣ の 方が よか
っ た の にと思 い ながら見て い たが, 場面がすすむに つ れ
段 々 引き込まれ, 最終幕が下りる ときには立ち上が れな
い ほ ど感激した. オ ペ ラ歌手はイ タ リ ア語で 歌うが , 何
と英語の字幕が ス テ ー ジの 上方 の液晶画面に表示される
の で よくわか っ た. わずか 10日間だが思 い 出深 い 旅で
あ っ た .
